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凡 例
地形測量範囲：測線延長3,000m
1工区：岸沖方向100m×20測線、2工区：岸沖方向100m×9測線、及びL-2(100m)

潮間帯生物（目視観察）
および底質（緊急補修部は除く）×4測線

潮間帯生物（定量採取）3測線×4箇所
(低,中,高潮帯,のり先)

波高・流況（1箇所）

潮間帯生物（目視観察）1地点

地形測量では、
施工範囲の端部
周辺地形を捉え
る。

潮間帯生物(目視観
察)

▲ 潮間帯動物(採取分
析)

塩浜二丁目

対照調査測線

塩浜一丁目

L-2

緊 急
補修部

施工計画区間

平成平成1919年度年度 モニタリング調査位置モニタリング調査位置

2工区

1工区

1.1. 波波 浪・流浪・流 況況

超音波による
波高の計測

電磁センサによる
流向・流速の計測

（海底上0.5m層）

50㎝

海 底

調査項目：工事区調査項目：工事区域域周辺の波高・波向、海底上周辺の波高・波向、海底上0.5m0.5m層における流向・流速層における流向・流速

調査期間：平成調査期間：平成1199年年33月月11日～日～55月月11日（日（6600日間連続観測）日間連続観測）

波高流速計波高流速計

DLDL--22型型

今回は、速報として、
観測期間の前半分
（３月）を報告
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① 波高の経時変化（有義波高）

施工後施工後
約約88ヶ月ヶ月

施工施工

直後直後

施工前施工前

調査時期調査時期

2.62.60.080.08H18H18年年99月月

3.33.30.080.08H1H199年年33月月

H18H18年年33月月 2.72.70.090.09

周期周期ssecec波高波高mm
観測期間中の波高平均値（有義波）

波高は全体
的に低く、平
均で、8～9
㎝程度。
施工前、施
工直後と同
様な傾向が
みられた。
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②② 海底上海底上0.5m0.5m層における流速の経時変化層における流速の経時変化

施工後約施工後約88ヶ月ヶ月

施工直後施工直後

施工前施工前

調査時期調査時期

4.64.6H18H18年年99月月

4.54.5H1H199年年33月月

3.63.6H18H18年年33月月

観測期間中の観測期間中の

平均流速平均流速 ㎝㎝/sec/sec

絶対値の流速（㎝/sec）経時変化
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波向は、これ
までと同様、
東北東を中心
とする波向が
卓越した。

③③ 観測期間中の波向頻度観測期間中の波向頻度

卓越波高
施工前 H18年3月 東北東
施工直後 H18年9月 北東～東北東
施工後
約8ヶ月

H19年3月 東北東～東

調査時期

④④ 観測期間中の流向頻度（海底上観測期間中の流向頻度（海底上0.5m0.5m層）層）

東北東（ENE）と
西南西（WSW）

方向の往復流が
卓越

卓越流向
施工前 平成18年3月
施工直後 平成18年9月
施工後約8ヶ月 平成19年3月

東北東と
西南西が
卓越

調査時期
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